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一
　
は
じ
め
に

　

井
笠
普
及
指
導
区
で
唯
一
の
林
業
研

究
グ
ル
ー
プ
「
芳
井
町
林
業
研
究
会
」

の
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
田
中

昭
治
さ
ん
（
67
歳
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　

田
中
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
山

に
入
っ
て
柴
刈
り
や
薪
づ
く
り
な
ど
の

作
業
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
元

農
協
に
就
職
し
た
後
、
地
域
に
豊
富
に

あ
っ
た
ア
カ
マ
ツ
を
活
用
し
た
木も
く
も
う毛
（
果

実
・
陶
磁
器
な
ど
を
梱
包
す
る
と
き
に

詰
め
物
に
す
る
た
め
、
木
材
を
糸
状
に

削
っ
た
も
の
）
や
割
り
箸
用
材
の
生
産

と
製
材
業
（
賃
曳
き
）
を
父
親
と
と
も

に
始
め
、
田
中
さ
ん
は
木
毛
生
産
を
主

に
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
代
替
品
の
台
頭
等
に
よ
り

木
材
・
製
材
業
を
廃
業
し
、
再
度
就
職

し
た
農
協
の
定
年
後
、
ブ
ド
ウ
（
ピ
オ
ー

ネ
）
栽
培
の
傍
ら
、
「
芳
井
町
林
業
研
究

会
」
に
入
会
し
、
マ
ツ
林
の
整
備
や
ホ

ン
シ
メ
ジ
の
人
工
栽
培
に
取
り
組
み
、

平
成
26
年
か
ら
同
研
究
会
の
会
長
と
し

て
地
域
林
業
の
活
性
化
に
向
け
て
様
々

な
活
動
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
　
「
芳
井
町
林
業
研
究
会
」

　

同
研
究
会
は
平
成
５
年
に
マ
ツ
タ
ケ

生
産
技
術
の
向
上
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、

現
在
の
会
員
は
15
名
、
主
に
井
原
市
芳

井
町
北
部
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
ホ
ン
シ
メ
ジ
の
人
工
栽
培

に
取
り
組
む
ほ
か
、
林
業
先
進
地
等
の

視
察
や
松
く
い
虫
被
害
予
防
学
習
会
を

開
催
す
る
な
ど
活
発
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

三
　
ホ
ン
シ
メ
ジ
人
工
栽
培

　

か
つ
て
、
た
く
さ
ん
発
生
し
て
い
た

ホ
ン
シ
メ
ジ
を
復
活
さ
せ
る
と
と
も
に
、

過
疎
化
が
進
む
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
、
平
成
15
年
か
ら
森
林
研
究
所
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
ホ
ン
シ
メ
ジ
菌
付

き
苗
木
を
山
林
に
移
植
す
る
な
ど
新
た

に
開
発
さ
れ
た
人
工
栽
培
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
平
成
22
年
か
ら
は
実
証
試
験

地
に
お
い
て
ホ
ン
シ
メ
ジ
が
毎
年
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
４
月
26
日
に
森
林
研
究

所
か
ら
提
供
さ
れ
た
ホ
ン
シ
メ
ジ
種
菌

を
コ
ナ
ラ
苗
木
の
根
に
付
着
さ
せ
仮
植

し
て
お
り
、
本
格
的
に
梅
雨
期
を
迎
え

た
６
月
27
日
に
会
員
の
手
に
よ
っ
て
菌

付
き
苗
木
を
山
林
に
植
栽
し
ま
し
た
。

四
　
マ
ツ
タ
ケ
生
産
技
術
向
上

　

同
研
究
会
も
会
員
の
世
代
交
代
が
進

ん
で
お
り
、
上
層
木
の
伐
り
す
か
し
や

地
表
の
か
き
お
こ
し
な
ど
の
マ
ツ
タ
ケ

生
産
技
術
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
る
た
め
、

11
月
頃
に
「
き
の
こ
名
人
」
の
岡
良
徳

さ
ん
（
同
研
究
会
前
会
長
）
の
指
導
に

よ
る
マ
ツ
タ
ケ
発
生
環
境
整
備
講
習
を

行
う
予
定
で
す
。

五
　
お
わ
り
に

　

井
笠
普
及
指
導
区
と
し
て
、
管
内
唯

一
の
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
の
会
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
田
中
さ
ん
へ
の
支

援
を
全
力
で
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
林
業
普
及
指
導
員　

木
村　

旨
則
）

岡
山
・
森
林
列
伝

【
井
笠
普
及
指
導
区
】

会員の皆さんと田中さん（前列中央）

実証試験地に発生したホンシメジ

植栽（山土客土）

仮植（菌付け）



（ 3 ）

りんせい　No.454　2017.  7

一
　
は
じ
め
に

　

山
陽
商
事
㈱
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ　

Ｄ
Ｅ

Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
事
業
部
は
、
津
山
市
河
辺
に

事
務
所
を
置
き
、
美
作
地
域
を
中
心
に

し
た
素
材
生
産
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
防
護

用
品
等
の
資
材
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
斉
藤
純

一
氏
（
43
歳
）
か
ら
活
動
内
容
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

二
　
山
陽
商
事
株
式
会
社
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

　
　
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
事
業
部
の
概
要

　

山
陽
商
事
㈱
は
大
正
15
年
に
設
立
さ

れ
、
山
林
経
営
を
中
心
に
事
業
を
展
開

し
、
平
成
24
年
か
ら
素
材
生
産
部
門
事

業
、
林
業
機
械
の
輸
入
・
販
売
部
門
を

統
合
し
、
フ
ォ
レ
ス
ト
・
デ
ザ
イ
ン
事

業
部
を
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
社
の
経
営
理
念
は
「
人
と
森
を
結

ぶ
林
業
と
い
う
仕
事
を
３
Ｋ
か
ら
３
Ｓ

へ
」
で
、
森
林
で
働
く
環
境
を
整
え
る

こ
と
に
よ
り
、
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｅ
（
災
害
ゼ
ロ

を
目
指
し
て
）
、
Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
（
森

の
仕
事
を
格
好
よ
く
）
、
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｇ

（
人
と
自
然
の
未
来
を
担
う
）
の
林
業
の

時
代
を
作
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

現
在
、
現
場
作
業
員
５
名
（
う
ち
１

名
は
休
職
中
）
、
事
務
職
員
１
名
で
、
作

業
員
の
平
均
年
齢
は
46
歳
と
な
っ
て
い

ま
す
。

三
　
事
業
活
動
の
概
要

　

現
在
は
、
森
林
組
合
と
連
携
し
て
民

有
林
の
搬
出
間
伐
を
主
体
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
年
間
３
，
６
０
０
立
方
㍍
を

目
標
に
素
材
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
28
年
度
の
事
業
実
績
は
約

３
，
０
０
０
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

作
業
シ
ス
テ
ム
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

に
よ
る
伐
倒
、
ウ
イ
ン
チ
付
き
グ
ラ
ッ

プ
ル
に
よ
る
集
材
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
に
よ

る
造
材
、
運
搬
車
に
よ
る
搬
出
、
グ
ラ
ッ

プ
ル
に
よ
る
積
み
込
み
等
を
主
体
と
し

て
お
り
、
特
に
、
集
材
に
お
い
て
は
、

林
業
用
繊
維
ロ
ー
プ
（
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ

と
同
程
度
の
強
度
で
約
６
分
の
１
の
軽

さ
）
を
使
用
す
る
こ
と
で
労
働
強
度
の

軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
作
業
員
に
は

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
防
護
衣
の
着
用
を
徹
底

す
る
こ
と
で
、
安
全
対
策
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

四
　
特
徴
的
な
活
動

　

斉
藤
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
平
成
29
年

度
現
場
指
導
者
育
成
研
修
を
受
講
さ
れ
、

ウ
ッ
ズ
マ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
合
同

会
社
代
表
の
水
野
雅
夫
氏
の
「
安
全
な

伐
倒
技
術
と
そ
の
指
導
方
法
」
を
山
陽

商
事
㈱
に
も
取
り
入
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
ま
た
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー

カ
ー
育
成
研
修
の
講
師
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
お
り
、
林
業
技
術
者
に
と
っ
て
必

要
と
さ
れ
る
基
礎
的
な
技
術
・
知
識
を

指
導
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

五
　
終
わ
り
に

　

斉
藤
氏
は
、
「
新
人
の
林
業
人
生
は
、

最
初
の
指
導
者
が
決
め
る
。
」
と
話
さ
れ

て
お
り
、
自
身
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
新
人
の

作
業
員
に
伝
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
意

識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
津
山
普
及
指
導
区
と
し
て
も
益
々

活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
林
業
普
及
指
導
員　

金
光　

兵
衛
）

代表取締役の前田多恵子さん
（津山市河辺の事務所にて）

作業前のミーティング
（目的を持って管理者が業務内容をチェックする）

プロセッサによる造材

斉藤マネージャー（左）
と従業員のみなさん

が
ん
ば
る
認
定
事
業
体

山
陽
商
事
株
式
会
社

   
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ  
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ

　  
事
業
部
の
紹
介

　
　
　 
【
津
山
普
及
指
導
区
】
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１
　
取
組
の
経
緯

　

日
常
生
活
の
中
に
木
材
を
取
り
入
れ

る
こ
と
は
、
木
へ
の
親
し
み
を
よ
り
身

近
に
感
じ
、
木
材
に
対
す
る
理
解
を
持

続
的
に
深
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
「
積
み
木
遊
び
」
は
人
間
の
五

感
（
視
る
・
聴
く
・
触
る
・
味
わ
う
・
嗅
ぐ
）

を
通
し
て
脳
を
効
果
的
に
刺
激
す
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
子
ど
も
の
知
育

効
果
は
も
と
よ
り
、
子
育
て
に
関
わ
る

大
人
も
共
に
学
ぶ
こ
と
の
出
来
る
最
適

な
遊
び
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
東
備
地
域
森
林
課
で
は
、

備
前
県
民
局
森
林
企
画
課
と
の
共
同
企

画
に
よ
り
、
ヒ
ノ
キ
材
生
産
日
本
一
に

輝
く
岡
山
県
産
の
ヒ
ノ
キ
を
使
っ
て
積

み
木
を
製
作
し
、
子
ど
も
と
子
育
て
世

代
へ
の
木
育
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

２
　
積
み
木
の
内
容
と
活
用
状
況

（
１
）
積
み
木
の
内
容

　

積
み
木
は
児
童
用
と
乳
幼
児
用
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
大
小
２
つ
の
ピ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
用
は
保
健

師
な
ど
専
門
家
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
、

角
の
面
取
り
や
誤
飲
を
防
ぐ
サ
イ
ズ
と

し
て
い
ま
す
。

　

一
見
、
何
の
変
哲
も
な
い
立
方
体
で

す
が
、
単
純
な
形
で
あ
る
が
故
に
、
積

み
上
げ
る
形
は
無
限
で
す
。
創
造
力
や

集
中
力
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
な
ど
が
養
わ

れ
ま
す
。

（
２
）
積
み
木
の
活
用
状
況

　

積
み
木
は
無
料
で
貸
し
出
し
し
て
い

ま
す
。
東
備
地
域
で
は
こ
れ
ま
で
に
、

子
ど
も
応
援
フ
ェ
ス
タ
（
備
前
市
）
や

子
育
て
講
演
会
（
赤
磐
市
）
等
の
イ
ベ

ン
ト
に
貸
し
出
し
て
い
る
ほ
か
、
山
陽

保
健
セ
ン
タ
ー
（
赤
磐
市
）
、
和
気
町
保

健
セ
ン
タ
ー
（
和
気
町
）
に
長
期
貸
し

出
し
を
行
い
、
乳
幼
児
検
診
で
訪
れ
た

親
子
に
、
待
合
ス
ペ
ー
ス
で
積
み
木
遊

び
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
３
）
利
用
者
の
意
見

　

利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
保
護

者
か
ら
は
「
ヒ
ノ
キ
の
香
り
が
良
い
」「
触

り
心
地
が
良
い
」
、
乳
幼
児
検
診
を
担
当

す
る
保
健
師
か
ら
は
「
子
ど
も
の
年
齢

に
応
じ
た
遊
び
が
で
き
る
」
「
集
中
し
て

よ
く
遊
び
、
い
ろ
い
ろ
発
展
さ
せ
て
作
っ

て
お
り
、
子
ど
も
の
創
造
力
が
養
わ
れ

て
い
る
」
な
ど
、
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

一
方
で
、
「
触
れ
る
機
会
は
提
供
で
き

る
が
、
木
材
の
良
さ
を
伝
え
る
人
が
必

要
」
「
遊
び
方
、
導
き
方
を
学
び
た
い
」

等
の
意
見
も
あ
り
、
今
後
は
、
子
ど
も

に
関
わ
る
大
人
や
子
育
て
支
援
に
取
り

組
む
団
体
な
ど
へ
、
積
み
木
を
素
材
に

し
た
学
ぶ

機
会
の
提

案
な
ど
へ

活
動
を
発

展
さ
せ
て

い
き
た
い

と
考
え
て

い
ま
す
。

３
　
貸
し
出
し
の
ご
案
内

　

積
み
木
は
、
備
前
県
民
局
管
内
（
東

備
地
域
を
含
む
）
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
や

児
童
館
の
プ
レ
ー
ル
ー
ム
、
公
民
館
な

ど
の
公
共
の
場
で
利
用
さ
れ
る
団
体
に

無
料
で
お
貸
し
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
備
前
県
民
局
森
林
企
画

課
（
０
８
６
―
２
３
３
―
９
８
３
３
）
、

ま
た
は
東
備
地
域
森
林
課
（
０
８
６
９

―
９
２
―
５
１
６
６
）
に
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
備
前
県
民
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ

い
。

（h
ttp

:/
/
w

w
w

.p
r
e
f.o

k
a
y
a
m

a
.jp

/

p
ag

e/501179.h
tm

l

）

（
林
業
普
及
指
導
員　

掛
屋　

晶
則
）

岡
山
県
産
ヒ
ノ
キ
の
積
み
木
で

ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
増
や
そ
う
！

乳幼児用（27×27×108、54㎜）

児童用（9×27×108、54㎜）

あかいわ祭り（赤磐市）

こども応援フェスタ（備前市）

子どもたちの傑作品
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今
回
は
、
び
ほ
く
森
林
組
合
で
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
（
作
業
班
員
）
と
し
て
勤
務

さ
れ
て
い
る
布
瀬　

健
一
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

一
　
経
歴

　

布
瀬
さ
ん
は
、
福
島
県
出
身
で
、
岩

手
県
内
の
大
学
を
卒
業
後
、
宮
城
県
の

森
林
組
合
な
ど
を
経
て
、
福
島
県
内
の

森
林
組
合
で
林
産
現
場
の
仕
事
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
３
月
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
避
難
先

を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
高
梁
市
が
住

宅
や
修
学
支
援
な
ど
被
災
者
の
受
け
入

れ
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
を
知
り
、
平

成
23
年
10
月
に
家
族
４
人
で
高
梁
市
へ

移
住
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

移
住
後
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
就
職
先

を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
び
ほ
く
森
林

組
合
が
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
（
作
業
班
員
）

を
募
集
し
て
い
る
の
を
知
り
、
平
成
23

年
11
月
末
日
か
ら
び
ほ
く
森
林
組
合
の

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
（
作
業
班
員
）
と
し
て

勤
め
ら
れ
、
現
在
６
年
目
に
な
り
ま
す
。

二
　
仕
事
内
容

　

布
瀬
さ
ん
は
現
在
、
主
に
搬
出
間
伐

の
現
場
で
伐
倒
・
集
材
・
造
材
・
搬
出

な
ど
の
一
連
の
作
業
を
担
当
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

仕
事
に
つ
い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
「
雨

の
日
と
一
部
の
時
期
を
除
き
、
年
中
搬

出
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
は
暑
く
、

冬
は
寒
い
け
ど
、
そ
れ
ほ
ど
気
に
な
り

ま
せ
ん
。
山
仕
事
が
好
き
な
ん
で
す
。
」

と
笑
顔
で
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
仕
事
で
気
を
付
け
て
い
る
点

に
つ
い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
「
冬
は
路
面

が
凍
結
し
、
日
中
は
そ
れ
が
溶
け
て
ぬ

か
る
ん
で
し
ま
う
の
で
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ

の
運
転
に
は
非
常
に
気
を
使
い
ま
す
。

　

ま
た
、
林
業
機
械
を
使
っ
て
の
作
業

が
多
い
の
で
、
集
中
力
を
保
つ
た
め
、

早
寝
早
起
き
を
心
が
け
、
睡
眠
時
間
を

十
分
に
取
る
よ
う
に
し
て
、
体
調
管
理

に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
」
と
の
こ
と
で

し
た
。

三
　
後
輩
へ

　

布
瀬
さ
ん
は
現
在
、
高
梁
林
産
班
の

班
長
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
班
に
は
、
新
人
や
若
い
方
は

お
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
新
人

や
若
い
方
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
「
林
業
機
械
に
慣
れ
る
ま

で
は
、
慎
重
に
作
業
を
し
て
ほ
し
い
。
２
、

３
年
の
経
験
で
は
、
技
術
は
身
に
付
か

な
い
。
日
々
の
精
進
が
必
要
で
、
少
し

で
も
う
ま
く
や
れ
る
よ
う
努
力
を
し
て

ほ
し
い
。
長
く
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

林
業
の
楽
し
さ
、
や
り
が
い
等
が
分
か
っ

て
く
る
。
」
ま
た
、
「
失
敗
を
恐
れ
ず
に
、

若
い
と
き
の
苦
労
は
買
っ
て
で
も
し
て

ほ
し
い
。
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

四
　
今
後
に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
は
、
伐
期
を
迎
え
た
森
林

の
伐
採
・
搬
出
作
業
を
行
い
、
高
性
能

林
業
機
械
等
を
有
効
に
活
用
し
て
、
安

全
で
効
率
的
な
森
林
整
備
を
行
な
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
　
お
わ
り
に

　

今
回
の
取
材
で
は
、
高
梁
市
川
上
町

上
大
竹
地
内
の
搬
出
間
伐
の
現
地
で
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

昼
休
み
の
貴
重
な
時
間
に
、
快
く
取

材
に
応
じ
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

布
瀬
さ
ん
の
今
後
益
々
の
御
活
躍
を

期
待
し
、
当
普
及
指
導
区
と
し
て
も
、

支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
林
業
普
及
指
導
員　

内
田　

直
人
）

『
教
え
て
先
輩
！
』

び
ほ
く
森
林
組
合

布ふ

せ瀬
　
健け
ん
い
ち一

さ
ん
（
42
歳
）

特 集

びほく森林組合　布瀬　健一さん

フォワーダで運材作業中の布瀬さん

グラップルで集積作業中の布瀬さん
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平成29年度「おかやま森づくり県民税」事業の概要

　各事業の概要については、林政課ホームページに掲載していますのでご覧ください。

※岡山県林政課ＨＰ「おかやま森づくり県民税」URL：http://www.pref.okayama.jp/page/detail-21757.html

（林政課普及指導班）

少花粉スギモデル林の整備

木製用具の導入

松くい虫被害木の伐倒による駆除

サポートセンターによる研修会の開催

健全な人工林へ向けての間伐実施

就業ガイダンスへの参加

　県では、県民の貴重な財産である岡山の森林をより良い姿で次の世代に引き継いでいくため、平成16年度

から「おかやま森づくり県民税」を活用した森林保全事業を実施しています。

　平成29年度は、658,555千円を活用して主に次の事業に取り組むこととしています。

　１　水源のかん養、県土保全などの森林の持つ公益的機能を高める森づくり（493,665千円）

（１）健全な人工林の整備（361,586千円）

　　　間伐等の実施や作業道の開設・補修、間伐材の搬出を支援し、少花粉スギの普及促進、低コスト再造

林の施業技術の確立に取り組みます。

（２）多様な森づくりと快適な森林環境の創出（132,079千円）

　　　松くい虫やナラ枯れ被害林の整備、被害木の伐倒や薬剤による駆除、人家裏等の危険木の除去、地域

の実情や課題に対応した市町村による森林保全の取組を支援します。

　２　森林整備を推進するための担い手の確保と木材の利用促進（141,576千円）

（１）力強い担い手の育成（44,092千円）

　　　市町村による担い手確保に向けた取組、新規就業者の現場研修経費の助成、林業の専門的な知識や技

術を有する優れた人材の育成、地域林業の中核を担う林業事業体の経営改善を支援します。

（２）木材の利用促進（97,484千円）

　　　公共空間の内外装木質化や木製用具の導入、県産材製品の販路拡大、ＦＭ認証等森林認証の取得促進、

木質系バイオマスを活用した商品開発を支援します。

　３　森林・林業に関する各種情報の提供と森づくり活動の推進（23,314千円）

（１）県民への情報提供（6,704千円）

　　　学校等で使用する副読本の作成や森林・林業について理解を深めるイベントを実施します。

（２）県民参加による森づくり活動の推進（16,610千円）

　　　おかやま森づくりサポートセンターの活動支援や森づくり活動に取組む企業等への二酸化炭素森林吸

収評価認証書の交付、都市と山村との交流活動の支援、みどりの少年隊が交流する「みどりの大会」を

開催します。
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一
　
は
じ
め
に

　

平
成
27
年
時
点
、
岡
山
県
に
導
入
さ

れ
た
高
性
能
林
業
機
械
２
２
８
台
の
う

ち
、
34
台
が
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
林
業
機
械
の
特
徴
は
、

路
網
密
度
を
低
く
し
て
、
主
索
を
用
い

な
い
架
線
集
材
（
以
下
、
簡
易
架
線
集
材
）

を
実
施
可
能
に
で
き
る
点
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
岡
山
県
の
素
材
生
産
は
、

高
密
度
路
網
と
車
両
系
作
業
シ
ス
テ
ム

の
組
み
合
わ
せ
が
主
流
と
な
っ
て
お
り
、

ほ
と
ん
ど
の
林
業
事
業
体
が
ウ
イ
ン
チ

集
材
を
主
体
に
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
の
効
率

的
な
利
用
の
た
め
に
、
中
密
度
路
網
と

ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

る
簡
易
架
線
集
材
に
つ
い
て
、
効
率
的

な
集
材
方
法
を
検
討
し
ま
し
た
。

二
　
調
査
方
法

　

本
調
査
で
は
、
簡
易
架
線
の
架
設
撤

去
作
業
及
び
集
材
作
業
に
つ
い
て
実
証

試
験
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
か
ら
、

架
設
撤
去
作
業
及
び
集
材
作
業
の
作
業

時
間
推
定
式
を
算
出
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
効
率
的
な
集
材
方
法
を

明
ら
か
と
し
ま
し
た
。

三
　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
条
件

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
①
列
状
間

伐
２
列
（
以
下
、
列
状
方
式
）
、
②
列
状

間
伐
１
列
と
魚
骨
状
間
伐
と
列
状
ウ
イ

ン
チ
集
材
の
組
み
合
わ
せ
（
以
下
、
魚

骨
状
方
式
）
、
③
列
状
間
伐
１
列
と
定
性

横
取
間
伐
と
定
性
ウ
イ
ン
チ
集
材
の
組

み
合
わ
せ
（
以
下
、
定
性
方
式
）
の
３

パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
（
図

２
）
。

四
　
効
率
的
な
集
材
方
法

　

架
設
撤
去
を
除
い
た
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
結
果
で
は
、
列
状
方
式
が
最
も

生
産
性
が
高
く
な
り
、
定
性
方
式
が
最

も
低
く
な
り
ま
し
た
（
図
３
）
。

　

次
に
、
架
設
撤
去
を
含
め
た
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
で
は
、
集
材
距
離
が

55
㍍
未
満
で
は
、
魚
骨
状
方
式
の
生
産

性
が
最
も
高
く
な
り
、
集
材
距
離
が
55

㍍
以
上
と
な
る
と
、
列
状
方
式
の
生
産

性
が
最
も
高
く
な
り
ま
し
た
（
図
４
）
。

こ
れ
は
、
集
材
距
離
が
55
㍍
未
満
で
は
、

列
状
方
式
が
魚
骨
状
方
式
よ
り
架
設
撤

去
を
１
回
多
く
行
う
影
響
が
大
き
く
な

る
た
め
で
し
た
。

　

ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
に
よ
る
簡
易
架
線

集
材
の
適
用
範
囲
は
、
30
～
70
㍍
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
適
用
範
囲
内

で
も
、
集
材
距
離
が
30
～
55
㍍
未
満
の

場
合
は
魚
骨
状
方
式
に
よ
る
集
材
を
行

い
、
55
～
70
㍍
の
場
合
は
架
設
撤
去
回

数
が
増
え
ま
す
が
、
列
状
方
式
に
よ
る

集
材
を
行
う
こ
と
で
生
産
性
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー

ダ
に
よ
る
簡
易
架
線
集
材
で
は
、
施
業

地
に
応
じ
て
効
率
的
な
集
材
方
式
を
選

択
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

（
森
林
研
究
所
林
業
研
究
室

研
究
員　

片
桐　

智
之
）

図１　スイングヤーダ（0.25㎥クラス）

図２　シミュレーション図

図３　架設撤去を除いたシミュレーション結果

図４　架設撤去を含めたシミュレーション結果

ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
に
よ
る

効
率
的
な
簡
易
架
線
集
材
方
式
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平
成
29
年
度
に
岡
山
県
職
員
（
林
業

職
）
に
新
規
採
用
さ
れ
た
５
人
の
職
員

を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
林
水
産
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
政
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
林
企
画
班

中な
か
が
わ川 

 

葉は

づ

き月　

〇
経
歴
と
就
職
の
き
っ
か
け

　

岡
山
県
倉
敷
市
の
出
身
で
、
高
校
時

代
に
森
林
へ
興
味
を
持
ち
、
宮
崎
大
学

農
学
部
の
森
林
緑
地
環
境
科
学
科
へ
進

学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
学
４
年
間
で
林
業
に
つ

い
て
学
ん
だ
こ
と
で
、
こ
こ
で
得
た
知

識
を
生
か
せ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
地
元
岡
山
の
県
職
員

を
志
望
し
ま
し
た
。

〇
担
当
業
務

　

主
な
業
務
は
森
林
・
林
業
の
統
計
資

料
の
作
成
で
す
が
、
現
在
は
林
野
庁
か

ら
の
各
種
調
査
や
、
地
域
森
林
計
画
付

属
資
料
の
活
用
に
関
す
る
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

〇
今
後
の
抱
負
な
ど

　

こ
れ
か
ら
携
わ
る
業
務
で
得
る
経
験

や
、
出
会
う
方
々
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、
幅
広
い
視
点
か
ら
岡
山
の
森

林
林
業
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

F
F

F
F

F

　
　
　
　
　
　
　
　
　

備
前
県
民
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
林
整
備
課

石い
し
は
ら原　

優ゆ

う

き希　

○
経
歴
と
就
職
の
き
っ
か
け

　

平
成
６
年
に
倉
敷
市
で
生
ま
れ
、
高

校
卒
業
ま
で
岡
山
県
で
過
ご
し
て
き
ま

し
た
。
高
卒
業
後
は
鳥
取
大
学
に
進
学

し
ま
し
た
。
大
学
入
学
当
時
は
、
菌
類

を
用
い
た
放
射
性
物
質
の
吸
収
に
関
す

る
勉
強
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
１
年
次
に
森
林
生
態
学
と

出
会
い
、
そ
の
面
白
さ
に
引
き
込
ま
れ

る
よ
う
に
し
て
、
２
年
次
か
ら
森
林
系

を
学
べ
る
コ
ー
ス
に
入
り
ま
し
た
。
そ

の
後
は
、
主
に
大
山
や
蒜
山
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
し
、
人
と
動
植
物
の
共
存
を
テ
ー

マ
と
し
て
学
び
ま
し
た
。

　

就
職
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

就
職
と
大
学
院
進
学
で
迷
っ
て
い
た
時

期
に
、
岡
山
県
の
仕
事
説
明
会
に
参
加

し
た
と
き
の
こ
と
で
し
た
。
あ
る
職
員

の
方
に
「
県
の
仕
事
は
幅
広
い
知
識
が

必
要
で
、
新
し
い
こ
と
が
常
に
出
て
く

る
か
ら
面
白
い
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
好
き
な
分
野
の

勉
強
を
し
な
が
ら
生
ま
れ
故
郷
の
た
め

に
働
く
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
、
岡

山
県
職
員
を
志
望
し
ま
し
た
。

○
担
当
業
務

　

治
山
工
事
の
設
計
・
指
導
・
監
督
や

災
害
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
担
当
し
て

お
り
ま
す
。

　

近
年
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
異
常
気
象

に
よ
り
山
地
災
害
の
危
険
性
も
増
し
て

お
り
、
気
を
引
き
締
め
て
業
務
に
あ
た

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
今
後
の
抱
負
な
ど

　

治
山
事
業
は
、
必
ず
現
場
と
地
元
住

民
が
存
在
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
大
学

の
先
生
の
教
え
で
あ
る
「
真
実
は
フ
ィ
ー

ル
ド
に
有
り
」
を
大
切
に
し
、
積
極
的

に
現
場
に
足
を
運
び
、
ま
ず
は
管
内
に

つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
新
た
な
経
験
を

一
つ
一
つ
大
切
に
し
、
向
上
心
を
持
ち

続
け
、
岡
山
県
の
森
林
と
向
き
合
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

F
F

F
F

F

　
　
　
　
　
　
　
　
　

備
中
県
民
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
林
整
備
課

竹た
け
う
ち内　

智と

も

や也　

○
経
歴
と
就
職
の
き
っ
か
け

　

岡
山
県
勝
田
郡
勝
央
町
の
出
身
で
、

小
さ
い
頃
か
ら
自
然
豊
か
な
場
所
で
育

ち
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
自
然
と
人
の

間
で
働
く
こ
と
の
で
き
る
仕
事
に
就
き

た
い
と
小
学
生
の
頃
か
ら
思
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
考
え
が
具
体
的
な
も
の
に
な
っ

た
の
は
、
母
校
で
あ
る
高
知
工
科
大
学

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
高
知
県
庁
・

林
業
振
興
・
環
境
部
で
お
世
話
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
・

『
林
務
の
職
場
』

平
成
29
年
度

岡
山
県
新
規
採
用
職
員

特 集
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高
性
能
林
業
機
械
・
Ｃ
Ｌ
Ｔ
な
ど
最
新

の
林
業
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
、
林
業

の
魅
力
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
幅
広

い
視
野
を
持
ち
地
元
に
貢
献
で
き
る
県

庁
職
員
を
目
指
す
こ
と
を
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
、
環
境
学
に
つ
い
て
学
ん

で
お
り
、
林
業
に
関
し
て
の
知
識
は
、

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同

じ
志
を
持
ち
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
く
れ

た
友
人
、
先
輩
、
教
授
な
ど
た
く
さ
ん

の
方
々
の
お
か
げ
で
今
の
職
に
就
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

○
担
当
業
務

　

治
山
事
業
や
補
助
事
業
に
関
す
る
こ

と
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
事
業
に
つ
い
て
は
市
町
村
と
連

携
を
と
る
こ
と
が
必
要
な
業
務
で
す
の

で
難
し
い
問
題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

仕
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
業
務
に

あ
た
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
今
後
の
抱
負
な
ど

　

治
山
事
業
は
、
現
場
第
一
で
す
の
で
、

現
場
の
状
況
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
に
貢
献
で
き
る
技
術
者

に
な
れ
る
よ
う
、
日
々
向
上
心
を
持
ち

つ
つ
、
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

F
F

F
F

F

　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
作
県
民
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
林
企
画
課

栂と

が

の野　

佑ゆ

う

た太　

〇
経
歴
と
就
職
の
き
っ
か
け

　

和
歌
山
県
の
出
身
で
、
愛
媛
大
学
農

学
部
・
森
林
資
源
学
コ
ー
ス
で
４
年
間

学
び
ま
し
た
。
就
職
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
大
学
の
先
輩
職
員
に
誘

わ
れ
た
か
ら
で
す
。

　

そ
の
後
、
岡
山
県
職
員
（
林
業
職
）

の
仕
事
説
明
会
に
参
加
し
、
岡
山
県
の

林
業
事
情
に
興
味
を
持
っ
た
の
で
、
岡

山
県
職
員
を
志
望
し
ま
し
た
。

〇
担
当
業
務

　

お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民
基
金
事
業
、

お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民
税
事
業
、
緑

化
関
係
等
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

〇
今
後
の
抱
負
な
ど

　

県
外
出
身
で
す
の
で
、
岡
山
の
土
地

勘
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
登
山
が

趣
味
な
の
で
、
県
内
の
山
々
を
巡
っ
て

岡
山
の
地
を
隅
々
ま
で
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

F
F

F
F

F

　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
作
県
民
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
林
整
備
課

横よ
こ
や
ま山　

雄ゆ

う

き己　

○
経
歴
と
就
職
の
き
っ
か
け

　

出
身
は
岡
山
市
で
、
高
校
時
代
ま
で

は
岡
山
市
内
で
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
後
は
愛
知
県
内
の
大
学
で
文

学
部
へ
入
り
、
日
本
や
海
外
の
様
々
な

文
化
を
学
び
ま
し
た
。
卒
業
後
、
地
元

岡
山
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

岡
山
県
職
員
を
志
望
す
る
に
至
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
県
の
臨
時
職
員
と
し
て

林
政
課
に
勤
務
し
て
い
た
経
緯
か
ら
、

林
業
と
い
う
職
種
に
大
き
く
興
味
を
惹

か
れ
、
文
系
の
身
で
あ
り
な
が
ら
も
林

業
職
を
選
択
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

○
担
当
業
務

　

私
は
、
美
作
局
管
内
の
治
山
工
事
の

設
計
・
監
督
や
治
山
台
帳
と
り
ま
と
め

等
を
担
当
し
て
お
り
、
現
在
は
下
刈
や

本
数
調
整
伐
等
の
森
林
整
備
事
業
を
主

に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

○
今
後
の
抱
負
な
ど

　

森
林
に
関
す
る
事
柄
に
つ
い
て
得
ら

れ
る
知
識
の
一
つ
一
つ
が
新
鮮
な
も
の

で
あ
り
、
毎
日
好
奇
心
が
刺
激
さ
れ
る

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
見
て
感
じ
る
も
の
全
て
が
勉
強
で

あ
る
と
捉
え
な
が
ら
、
日
々
の
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
美
作
地
域
の
実
状
を
よ
り
詳

し
く
知
る
た
め
に
も
現
場
へ
積
極
的
に

赴
き
、
地
域
住
民
や
施
工
業
者
の
方
々

と
の
対
話
も
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

治
山
・
森
林
整
備
事
業
を
通
じ
て
、

岡
山
の
森
林
の
活
性
化
や
地
域
住
民
の

方
々
の
安
心
と
安
全
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

岡
山
県
の
森
林
と
向
き
合
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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開催日時 場　　　所 行事名称・内容 問合せ・申込先等

10.1（日）

吉備高原都市

「さんさん広場」

（吉備中央町吉川）

岡山県みどりの大会2017

岡山県自然環境課

自然公園班（申込不要）

TEL（086）226−7312

10.7（土）

〜10.8（日）

勝山文化センター

（真庭市勝山）

全国薬草シンポジウム2017 in まにわ

　シンポジウム、ワークショップ、

　薬草料理交流会

実行委員会事務局

TEL（080−2930−8028）

10.8（日）

9:30〜14:00

高梁美しい森

及びその周辺

（高梁市松山）

キノコウォッチング

　野生キノコの基礎講義と採取、鑑定会

１　参加費（１人あたり）

・成人3,000円　・小学生1,500円

・小学生以下は、無料

　昼食付き、鑑定済キノコに限り持帰可

２　定員：50名　※定員になり次第、締切

NPO法人フォレスト

フォーピープル岡山

〒716−0038

高梁市浜町1285-1

TEL（0866）22−1000

10.14（土）

10：00〜

県農林水産総合

センター

（赤磐市神田沖）

農林水産総合センターフェア

　木工教室、農作物の販売等

県農林水産総合センター

TEL（086）955−0273

10.28（土）

10:00〜14:30

グリーンヒルズ

津山

（津山市大田）

第18回森林を考える岡山県民のつどい

　基調講演、木工教室、木工品等の展示即売

等

森林を考える岡山県民の

つどい実行委員会事務局

TEL（0868）32−2140

※詳細は申込先にお問い合わせください。
森林・林業関係イベント参加募集
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樹　　　種 寸　　　　　法 等級 区分 安値　〜　高値（円/㎥）

ス　ギ
正角３ｍ　10.5㎝角 特等 Ｋ 50,000（直送）〜55,000（市場）

正角３ｍ　12㎝角 特等 Ｋ 50,000（直送）〜55,000（市場）

ヒノキ
正角３ｍ　10.5㎝角 特等 Ｋ 60,000（背割有）〜63,000（背割無）

正角３ｍ　12㎝角 特等 Ｋ 55,000（背割有・無）〜60,000

マ　ツ 平角４ｍ　10.5〜12㎝×15〜18㎝ 一等 Ｋ 75,000

米マツ
正角３ｍ、４ｍ　10.5㎝角 特等 Ｇ 54,000〜56,000

平角３ｍ、４ｍ　10.5×15〜21㎝ 特等 Ｇ 55,000〜

北洋アカマツ タルキ４ｍ　3.8㎝角 特等 Ｋ 70,000〜75,000

ホワイトウッド 間柱３ｍ　2.7㎝×10.5㎝ 特等 Ｋ 57,000〜

注１：価格は、岡山県内の市場等の相場を参考とした。

注２：区分のＫとは人工乾燥材、Ｇとは未乾燥材のこと。

製　材（６月）  

木　材（６月27日） 

・出荷量　　約2,100㎥ 

単位：千円／㎥　

乾しいたけ（６月16日）

・出品数量　4.6ｔ

・価格高値　6,500円

・総 平 均　4,330円

林 産 物 市 況

樹種 長さ 径　級 直　材 小曲り 概　　況

杉

３ｍ

14〜16 11 ―

18〜20 10 ―

22〜28 12 10

４ｍ
18〜22 10 ―

24〜28 10 ―

６ｍ 16〜18 15 ―

桧

３ｍ

14〜16 19 16.5

18〜20 16 15

22㎝上 14 12

４ｍ

14〜18 16 14

20〜22 13.5 13

24〜28 15 13

30㎝上 15 13

６ｍ
16 22 ―

18〜20 28 ―

松
３ｍ 18〜22 10 8

４ｍ 18〜22 10 8

品　柄
価　　 格

相場
 平均  高値 

香 信 大  4,981  6 ,500 ◎

香 信 中  4,541  6 ,000 ◎

香 信 小  3,984  4 ,890 ◎

小 　 間  ―  ― ―

香 信 山 成  ―  ― ―

バ レ 大  3,948  4 ,500 ◎

バ レ 中  3,792  4 ,650 ◎

ス ラ イ ス  5,413  6 ,180 ◎

上 ど ん こ  4,917  5 ,680 ◎

並 ど ん こ  4,507  4 ,800 ◎

並並どんこ  3,826  4 ,690 ◎

小玉どんこ  ―  ― ―

山成どんこ  ―  ― ―

こ う こ  4,837  6 ,000 ◎
格 外  1,509  1 ,890 

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値。

価格：円／㎏  （相場）強：◎　保合：○　弱保合：□

＜概況＞
香信・どんこ・こうこ　ともに安定した値動きをして
おり、特にスライスについては市場が品薄状態であ
ることから取引が活発で、高値の取引となりました。

資料：岡山県森連椎茸共販所　市況通知

※次回入札会はＨ29.10.20

杉概況

【３ｍ】

柱　材　横這い

中目材　横這い

【４ｍ】

中目材　横這い

元　木　横這い

　

桧概況　

柱　材　横這い

中目材　横這い

元　木　横這い

６ｍは18㎝以上の直

材でお願いします。

松概況
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◎
会
員
及
び
投
稿
募
集
し
て
い
ま
す

　

事
務
局
で
は
、
会
員
の
方
か
ら
森
林
・

林
業
に
関
す
る
質
問
や
疑
問
、
イ
ベ
ン

ト
情
報
等
、
身
近
な
話
題
の
投
稿
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ａ
．
こ
の
「
60
」
は
、
林
業
の
労
災
保

険
率
で
す
。

　

労
災
保
険
料
を
算
出
す
る
際
に
用
い

ら
れ
る
「
労
災
保
険
率
」
は
、
事
業
の

種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

業
種
の
過
去
３
年
間
の
災
害
発
生
状
況

な
ど
を
考
慮
し
、
原
則
３
年
ご
と
に
改

定
さ
れ
ま
す
。

　

労
災
保
険
料
は
事
業
主
（
会
社
）
が

全
額
負
担
す
る
も
の
で
、
そ
の
計
算
は
、

　

◇
労
災
保
険
料
＝

　
　
　

賃
金
総
額
×
労
災
保
険
率

　

例
え
ば
、
単
純
な
モ
デ
ル
と
し
て
、

日
当
が
１
０
，
０
０
０
円
だ
と
掛
け
金

は
６
０
０
円
で
、
百
万
円
だ
と
６
万
円

に
な
り
ま
す
。

　

林
業
の
現
場
で
は
労
働
災
害
が
多
く

発
生
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
は
、
個
人
は
も
と
よ
り
、
組

織
と
し
て
の
取
組
が
重
要
で
す
。

【
ぼ
っ
け
～
木
に
な
る
情
報
】

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

ま
た
、
新
規
会
員
も
継
続
し
て
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
送
付
先
】

〒
７
０
０
―
８
５
０
７

　

岡
山
市
北
区
内
山
下
２
―
４
―
６

　

岡
山
県
庁
林
政
課
内　

ま
た
は

〒
７
１
７
―
０
０
１
３

　

真
庭
市
勝
山
１
８
８
４
―
２

　

森
林
研
究
所 

木
材
加
工
研
究
室
内

◎
「
お
か
や
ま
森
の
大
使
」
大
活
躍

　

６
月
24
・
25
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
岡

山
で
行
わ
れ
た
、
「
日
本
一
の
ひ
の
き

の
国
・
岡
山　

お
か
や
ま
木
材
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
に
、
お
か
や
ま
森
の
大
使

が
２
日
間
に
わ
た
り
、
ク
イ
ズ
大
会
の

司
会
や
餅
投
げ
等
行
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御

連
絡
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会場で上棟した木のジャングルジムから
餅投げをする森の大使（中央）

『森林保険』 岡山県森林組合連合会

「大事な資産を災害リスクから守ります」

加入例：間伐後加入（３年30％）

　　　　ヒノキ 0.1ha　30～50年生

保 険 料　   746円～  1,043円

保険金額　95,400円～135,000円（全損の場合）

山林復旧の助けとなりますので加入をご検討ください。
平成16年台風被害の様子
約６千件　保険金支払い約27億円
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平
成
二
十
九
年
七
月
一
日
（
第
四
五
四
号
）

（
隔
月
一
日
発
行
）

林

声

岡
山
県
林
政
課
内
　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
│
四
│
六

編
集

発
行

〒700-8750

　
平
成
27
年
度
の
林
野
庁
地
域
材
利
用

拡
大
緊
急
対
策
事
業
を
活
用
し
て
、Ｃ
Ｌ

Ｔ
を
使
っ
た
木
造
３
階
建
て
の
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
・
カ
バ
ヤ
（
株
）
倉
敷
支
店

新
事
務
所
が
平
成
29
年
２
月
、
倉
敷
市

内
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
構
造
は
、
木
造
軸
組
工
法
＋
Ｃ
Ｌ
Ｔ

壁
と
な
っ
て
お
り
、
延
べ
床
面
積
約
７

３
６
平
方
㍍
。Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
水
平
構
面
に
も

使
用
さ
れ
、
延
べ
１
３
９
．
８
立
方
㍍
を

使
っ
て
い
ま
す
。

（
倉
敷
普
及
指
導
区
）

「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
・
カ
バ
ヤ（
株
）

　倉
敷
支
店
」

森
林
・
林
業
施
設
の
紹
介


